
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和８年度学校評価 計画

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○「個別最適な学び」と「協働的な学び」
を一体的に充実させた授業に取り組む。

○「学習ログ」を活用し、主体的・対話的
で深い学びの実現を目指す。

○生徒アンケート「 授業内容は分かりや
すい」の肯定的回答９０％以上
○県や国などの学習状況調査を比較
し、本校の学力が向上している。
○「学習ログを用いたことで、自分から
進んで学ぶことが以前よりもできるよう
になったか」（肯定的回答８０％以上）

・「協働的な学び」の充実のために、効果
的に「話し合う活動」を設定する。
・校内研を通して、「学習ログ」を効果的
に活用した授業実践を行う。
・プラットフォームを活用し、生徒の多様
な学びに対応する。
・業績評価表（自己目標申告書）の学習
指導の重点取組内容に、学習ログを活
用について明記する。
・地域、保護者へ取組を紹介する。

・ ・ ・

学力向上対策Co
研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇学校評価アンケート「学校生活が楽し
い」と肯定的回答９０％以上
〇自己肯定感、自己有用感について、1
年を通して高まるように指導する。

・人権週間や人権作文の期間を通して、
教師が語る時間を設ける。
・ふれあい道徳の実施
・保護者や地域の方と連携した学年活
動の実施

・ ・ ・
生徒指導主事
教育相談担当
道徳担当
人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇いじめの重大事態へと発展してしまう
ケースを０にする。

・いじめ防止基本方針を確認し、いじめ
の覚知・認知を確認し、対応について共
通理解を図る。
・いじめ対応についての研修を年間に３
回以上行う。

・ ・ ・

生徒指導主事
教育相談担当

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●◎「先生はあなたのよいところを認め
てくれていると思う」と回答した生徒８
０％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした生徒８０％以
上

・発達支持的生徒指導、課題予防的生
徒指導を通して、自己指導能力を育成
する。
・生徒指導の４機能（自己存在感、共感
的な人間関係、自己決定、安全・安心な
風土の醸成）を意識して指導を行う。

・ ・ ・

生徒指導主事
教育相談担当

○４月、５月連休明け、９月、１月などの
不登校が増加しやすい時期の前に、生
徒指導部の連携・協働によって、手立て
を計画的に講じ、実践する。

〇Web-QU後に、即座に研修や学年部
会を行い、情報共有を行う。
〇不登校の生徒やその保護者が孤立し
ないように、サポート相談員、SC、SSW、
他の関係機関と連携して対応している
割合を100%とする。

・新たな不登校を生まないように、生徒
指導部会、教育相談部会で情報共有を
確実に行い、対応が必要な生徒や家庭
についてはケース会議を行い、対応策
の検討を行う。

・ ・ ・

生徒指導主事
教育相談担当

●健康・体つくり

●「望ましい生活習慣の形成」

●「安全に関する資質・能力の育成」

〇「早寝早起き朝ごはん」を心がけてい
る生徒80％以上

●登下校中における重大な生徒の交通
事故を０（ゼロ）にする

・保健室の来室状況や、児童生徒の実
態に合わせて保健だよりを発行し、家庭
への啓発を行う。
・生徒会を中心とした啓発活動を推進す
る。
・年間を通して登下校の指導を行う。

・ ・ ・

保健主事
体育主任
交通安全担当

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上
●年間720時間以内の超過勤務時間実
践100％

・定時退勤日（毎週水曜日をSEISHO
DAY）とし、遅くとも17時40分には退勤す
る。
・佐賀市学校部活動基本方針を遵守し、
年間を通した部活動に時間を週８時間
程度を目指す。
・年間を見通した計画的な年休取得

・ ・ ・

管理職
部活動担当

〇服務規律の保持に努める。
〇勤務時間を意識した働き方を浸透さ
せる。

〇不祥事を０にする。
〇「働きやすく、働きがいのある職場で
ある」と肯定的に答える職員90％以上。
〇「ライフステージをカバーし合う雰囲気
が職場にある」と答える職員90％以上。

・「ゼロの日」の取り組みの充実させる。
・組織としてチームで業務遂行を行い、
報告・連絡・相談を徹底し、風通しのよい
職場づくりを行う。
・目的を意識した学校行事の工夫検討

・ ・ ・

管理職

●特別支援教育の充実

○合理的配慮を必要とする生徒に対し
て、本来受けうるべき利益を受けられる
よう手立てを講じる。
○個別の教育支援計画から、自立活動
を生徒に関わる全ての職員が共有し、
協働した教育活動を展開する。

〇日々の生活面や学習面などの支援体
制を充実させるため、個別の教育支援
計画、個別の指導計画を必要とする生
徒に対し、その作成を100パーセント達
成。
〇教員のほか、学校生活支援員、特別
支援教育支援員を配置し、支援を必要
とする生徒１人への週2時間以上の授業
帯同（合理的配慮）を100パーセント達
成。
〇生徒、保護者や小学校との情報共有
を行い、時間割作成や授業内容、学校
行事などにおいて、生徒が安心して過ご
せる教育支援体制の整備を100パーセ
ント達成。

・担任を中心に全職員で生徒の実態把
握、情報共有を行い、個別の教育支援
計画、個別の指導計画の作成後に、特
別支援学級担当職員で内容を確認、周
知する。
・個々の状況に応じた学校生活支援員、
特別支援教育支援員の時間割を作成す
る。また、情報共有の機会を作る。
・生徒、保護者面談、小学校との連携会
議を計画・実施する。また、小学６年生
対象の中学校見学・説明会を7月に実施
する。
・特別支援教育研修会の実施。

・ ・ ・

特別支援教育Co
特別支援教育担当
教科担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５ 総合評価・
  次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１ 前年度
  評価結果の概要

・全国学力・学習状況調査、佐賀県学習状況調査では、平均以上の結果を収めることができているので、維持していきたい。
・インクルーシブデザインの視点を持って教育活動に取り組むことができた。また、教職員間での情報共有、関係機関との連携により、生徒一人一人にきめ細やかな指導を行うことができた。
・生徒用端末の活用と学習ログの取組を継続しながら、教職員の授業改善、生徒の学習改善につなげる教育活動を推進していく必要がある。

２ 学校教育目標
 「心豊かに 自他を高め 章を成す」
 ～変化に向き合い、信頼される優しさを持ち、社会に貢献する～

３ 本年度の重点目標

以下の目標を設定し、佐賀市学校教育ビジョンの最上位目標である「子どものwell-beingの実現」を目指す。
①主体的・対話的で深い学びの視点から授業改善を図り、学習ログを蓄積し、学びを可視化することで生徒の学習改善につなげる。
②交通安全教育を充実し、登下校中の自転車事故を減らす。
③特別支援学級在籍の生徒が１０％、通常学級在籍の生徒に中にも支援を要する生徒も多数いることからインクルーシブデザインの視点をもって教育活動を仕組む。
④業務改善、働き方改革を推進する。

学校名 佐賀市立成章中学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


